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2018 年 11 月 27 日 

 

「自分にも そんな時代が あったなあ・・・」とほっこり！  

「小中学生サラ川選手権」＆「夏休みこどもミニ作文コンクール」 
2018 年度 優秀作品を発表！  

 

 第一生命保険株式会社(社長:稲垣 精二、以下「当社」)では、「小中学生サラ川選手権」と「夏休みこども

ミニ作文コンクール」を実施しました。 

 「小中学生サラ川選手権」は小中学生のみなさんに「川柳」を楽しんでもらうために、友達のこと・勉強・

部活・恋など「学校生活で感じる想い」をテーマにした句を今年度初めて募集しました。また、例年実施して

いる「夏休みこどもミニ作文コンクール」では小学６年生までを対象に、「うれしかったこと」をテーマに 100

文字の作文を募集しました。 

 子どもたちならではのイキイキとした様子が描かれており、大人もタイムスリップして、「自分にもそんな

時代があったなあ」と、思わず童心にかえることができる、心温まる作品ばかりです！ 

 今回、EXILE TAKAHIRO さんに応援サポーターとして優秀作品にコメント＆直筆の 100 文字作文を寄せ

ていただきました！ 

 

 

応募総数 5,221 句！ テーマ：「学校生活」 川柳作家 やすみりえさん が選定！ 

 

※入選者名については応募者の希望の表記で掲載しています。 

＜他にも素敵な作品がありました！＞ 

五時間目 まぶたにおめめ 描こうかな （小６・男） 

先生は うしろにも目が あるのかな    （小５・女） 

夏休み 古びた校舎 さみしそう       （小４・男） 

ねむすぎて おでこと机 くっついた     （中２・女） 

「来んといて」 あとで後悔 参観日     （小５・男） 

テスト前 もぐもぐタイム 何回も       （中１・女） 
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【感想】 

EXILE TAKAHIRO さん 

 

 

【総評】 

やすみりえさん 

 

 “17 字”という限られた短い詩のなかに、その時の情景や気持ち、想

いが色濃く強く、直接的に伝わる作品の数々だったように思います。中

には思わず笑みが溢れてしまうような愛嬌たっぷりな表現もあり、僕が

みんなと同じ年齢だったときの記憶も思い起こされて共感したり懐かし

んだり…こうやって子どもたちの純粋な作品に触れると、心が洗われる

ような感覚がありますね。とても楽しい時間を過ごせました。 

 全国各地の小・中学生のみなさんから寄せていただいた川柳には、

日頃の様子がいきいきと描かれていました。低学年では「友達」や「先

生」のこと、高学年以上は「部活」や「友情」そして「ときめき」などの内

容を多く見受けました。興味のあることをのびのびと五・七・五に完成さ

せた作品の数々が入選に並びましたので、ぜひご覧くださいね。これ

からも楽しく川柳に親しんでいただければと思います。 

和歌山県 新宮市立 神倉小学校 代表作品 

友達の 長所や短所 みとめあう     （小６・女） 

心の輪 みんなとつなげ 手をつなげ  （小６・女） 

全力で つなぐボールを 追いかけて  （小６・女） 

広島県 盈進学園 盈進中学校 代表作品 

プリントで ジャングル化する 机かな  （中１・女） 

一限目 覚えた単語 使う時         （中２・男） 

空欄に あきらめつかず 時間切れ    （中２・男） 
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応募総数 54,802 作品！テーマ：「ぼくの わたしの、うれしかったこと」 

 

※敬称略・50 音順。※応募作品をそのまま掲載しています。 
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【感想】 

EXILE TAKAHIRO さん 

 日常のなかで見出された「うれしかったこと」。その、純真無垢で無邪気な作文の数々に触れて、歳を重ねる

うちについ忘れてしまいがちな、純粋な心や好奇心を刺激され、童心に返ることができたような気がしました。 

 みんなの言葉一つひとつに、それぞれの物語を感じ、懐かしさと共に心の奥が温かくなりました。子どもたち

からもらったこの真っ直ぐな気持ちを胸に、明るい未来を夢みて、これからも精一杯歌っていこうと思います。

素敵な機会を頂き感謝しております。ありがとうございました。 

 

 

※作品の著作権は、すべて第一生命に帰属しています。無断での転載、使用はご遠慮ください。 

 

■第一生命ホームページでは作品集も公開しています。 

小中学生サラ川選手権・ミニ作文コンクール WEB リンク 

http://www.dai-ichi-life.co.jp/campaign/syotyugakusei/index.html 
 

 
 

 

 


